
牛肉の牛肉のトレーサビリティトレーサビリティとと
牛の個体識別牛の個体識別

農林水産省消費・安全局

11



１．BSEについて

２．牛トレーサビリティ制度について

３．生産情報公表牛肉のJAS規格

について
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１．BSEについて

２．牛トレーサビリティ制度について２．牛トレーサビリティ制度について２．牛トレーサビリティ制度について

３．生産情報公表牛肉の３．生産情報公表牛肉の３．生産情報公表牛肉のJASJASJAS規格規格規格

についてについてについて
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症状 牛の疾病で、長い潜伏期間後、神経
症状（１９８６年にイギリスで発生）

原因 異常プリオンが入った飼料の摂食

診断法 脳（延髄）からの異常プリオンの検出

予防法 牛に肉骨粉などの異常プリオンを含

む可能性のあるものを与えないこと

ＢＳＥとはＢＳＥとは
44



海外におけるこれまでのＢＳＥ発生状況海外におけるこれまでのＢＳＥ発生状況

1994 88 イタリア

199764 オランダ

1992 273 ドイツ

スペイン

フランス

アイルランド

イギリス

国 名

354 
849 

1,325 
183,191 

発生頭数

2000 
1991 
1989 
1986 

発生年

上記の他世界１６カ国（計２３カ国）で発生
出典：OIEホームページ
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我が国におけるこれまでのＢＳＥ発生状況我が国におけるこれまでのＢＳＥ発生状況

千葉県（北海道）

北海道

群馬県

北海道

神奈川県

和歌山県（北海道）

北海道

福島県（栃木県）

広島県（兵庫県）

8年 3月

8年 4月

8年 3月

8年 3月

7年12月

8年 2月

8年 3月

13年10月

14年 1月

1
2
3
4
5
6
7
8（非定型的）

9

（65）

（67）

（68）

（73）

（80）

（83）

（81）

（23）

（21）

出生時期（月齢）飼養地（出生地）

66



・８例目は、専門家会議が、
「非定型的なBSE」と判断

・様々なタイプがあることは
自然なことで、防疫措置は
従来同様に必要とのこと

ウェスタンブロッティング像

非定型 従来型

非定型的な非定型的なＢＳＥの確認ＢＳＥの確認
77



1 と畜場で、全ての牛にBSE検査を実施

2 さらに、検査で陰性であっても、特定危

険部位（脳など）は除去

安全な牛肉のみ流通

牛牛肉肉の安全性の確保の安全性の確保
88



ＢＳＥの新たな感染を防止するための措置ＢＳＥの新たな感染を防止するための措置

・患畜などの焼却
・同居牛の特定と移動制限
・疑似患畜の特定と検査・焼却
・給与飼料など感染源の調査

・肉骨粉の輸入・製造及び牛への給与禁止

感染経路の遮断感染経路の遮断

ＢＳＥの患畜が特定された場合ＢＳＥの患畜が特定された場合

99



１．１．１．BSEBSEBSEについてについてについて

２．牛トレーサビリティ制度について

３．生産情報公表牛肉の３．生産情報公表牛肉の３．生産情報公表牛肉のJASJASJAS規格規格規格

についてについてについて
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牛ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ制度創設の背景牛ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ制度創設の背景

平成平成1313年年99月：国内で月：国内でBSEBSEが発生が発生

⇒牛肉の消費が急激に減少
⇒⇒「「安全」と「安心安全」と「安心」の確保が急務」の確保が急務

特定危険部位（脳など）の除去や
全頭検査など

科学的知見の蓄積や生産生産・流通・流通
過程の透明性過程の透明性確保確保など

⇒⇒EUEUはﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ制度を導入はﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ制度を導入

安全の確保

安心の確保

1111



食品のトレーサビリティ食品のトレーサビリティ

トレーサビリティとはトレーサビリティとは

・原材料の出所や製造元・販売先などの記録によ
り、食品食品のの情報情報を把握できるを把握できるようにするようにする仕組み仕組み

トレーサビリティトレーサビリティ：： 追跡追跡可能性可能性と訳されると訳される

トレーサビリティのねらいトレーサビリティのねらい

・問題が生じた際の原因究明や原因究明や食品食品のの追跡追跡・・回収回収
・食卓から農場までの経路を明らかにすることで、
食品の安全性や品質、表示に対する品質、表示に対する信頼信頼を確保
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食品食品のトレーサビリティのトレーサビリティ システムの取組システムの取組

生産者、事業
者が自主的に
設定

食品食品全般全般

国産牛肉
以外

無

自主的取組に
対する支援

食品食品ﾄﾚｰｻﾋﾞﾄﾚｰｻﾋﾞ
ﾘﾃｨﾘﾃｨ ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

（上記情報）

飼料、医薬品
など

牛肉

輸入牛肉
も含む

有

任意

生産情報公
表牛肉ＪＡＳ
規格

生年月日、性
別、種別、飼養
地、管理者など

特定牛肉

国産牛肉

有

義務

牛ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘ
ﾃｨ制度

記録する情報対象法制度

1313



牛肉について義務化が必要となった理由牛肉について義務化が必要となった理由

BSEBSEのまん延防止措置ののまん延防止措置の的確な的確な実施実施

BSEの患畜発生時における、迅速かつ的確な

関連牛の特定及び所在地などの把握関連牛の特定及び所在地などの把握

牛肉に対する消費者の信頼（安心）の確保牛肉に対する消費者の信頼（安心）の確保

牛肉にかかる牛の個体識別情報の提供などに
よる牛肉の生産牛肉の生産過程過程の透明性の透明性などなどのの確保確保
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牛の個体識別の取組牛の個体識別の取組

・牛に耳標を装着し、個体識別番号でそ
の牛の情報を管理するシステム

・牛肉のトレーサビリティの基礎牛肉のトレーサビリティの基礎

牛の個体識別牛の個体識別システムシステム
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1997年４月 モデル事業開始
2001年９月 BSE発生

1010月月 すべての牛の個体識別のためすべての牛の個体識別のため
の緊急の緊急事業事業開始開始

2002年６月６月 すべての牛への耳標装着完了すべての牛への耳標装着完了
７月 BSE特措法制定
1010月月 牛の個体識別情報の提供開始牛の個体識別情報の提供開始

2003年２月 牛の個体識別に加え牛肉のト
レーサビリティを義務化する
法案を国会提出

６月６月 公布公布

これまでの取組これまでの取組
1616



卸売業者、小売店、
ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ、焼肉店など

と畜場

農家など

牛の出生から牛肉の提供までの流れ牛の出生から牛肉の提供までの流れ
1717



牛牛((生産・と畜段階生産・と畜段階)) 牛肉（流通段階牛肉（流通段階））

出生 異動 とさつ 枝肉 部分肉 精肉など

管理者 と畜者 販売業者など

牛ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ制度の概要牛ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ制度の概要

個体識別番号：耳標に印字個体識別番号：耳標に印字 個体識別番号：表示・伝達個体識別番号：表示・伝達

平成平成1515年年1212月１日から月１日から 平成平成1616年年1212月月11日から日から

1818



出生 異動 とさつ 枝肉

管理者 と畜者

生産・と畜段階の措置生産・と畜段階の措置

耳標装着（取り外し禁止）

農林水産大臣への届出

1919



届出などが義務つけられる者届出などが義務つけられる者

管理者：約１３万戸管理者：約１３万戸

酪農家・肉用牛農家などのほか、公共牧場や
共同育成センターの管理者などが該当

⇒⇒耳標の装着、出生などの届出耳標の装着、出生などの届出

と畜と畜者：約１７０者：約１７０

牛をとさつする者

⇒⇒とさつの届出とさつの届出

2020



耳標の装着耳標の装着

耳標装着前の子牛耳標装着前の子牛 耳標装着後の子牛耳標装着後の子牛

2121



管理者が行う届出管理者が行う届出

１．１５年１２月１日時点の既存牛の再届出

２．１５年１２月１日以降の出生などの届出
●出生の届出

→出生年月日、雌雄の別、母牛個体識

別番号、牛の種別など
●異動の届出

→譲渡し又は譲受けなどの年月日、相
手先など

●死亡の届出

2222



管理者による届出の方法管理者による届出の方法

●ＦＡＸ

●インターネット

●電話（音声応

答システム）

●農協等による
一括報告（専
用ソフト）

2323



と畜と畜者が行う届出者が行う届出

●ＦＡＸ

●ＩＤ連携システム
耳標のバーコードを読み取
り届出を行うシステム

●とさつの届出
⇒個体識別番号、とさつの年月日、譲受け

の相手先など

必要な届出必要な届出

届出の方法届出の方法

2424



牛の個体識別情報のデータベース（牛の個体識別情報のデータベース（個体個体識別識別台帳台帳））

個体識別番号

牛の情報

管理者の情報

生年月日、種別など
とさつの年月日、と畜場など

すべての管理者の氏名、飼
養施設の所在地など

⇒管理者の氏名など個人
情報を除き公表

個体識別台帳個体識別台帳

2525



インターネットでの検索の方法インターネットでの検索の方法

http://www.nlbc.go.jp/

＊携帯電話での検索も準備中

2626



００００６５４３２１ホルスタイン種オスH12.05.21１２３４５６７８９０

母牛個体識別番号種別性別生年月日個体識別番号

家畜改良センター岩手牧場

家畜改良センター岩手牧場

東京都立芝浦と場

東京都立芝浦と場

盛岡市

盛岡市

港区

港区

H12.05.21
H12.05.29
H12.05.29
H15.08.08
H15.08.08
H15.08.09

出生

転出

転入

転出

搬入

と畜

岩手県

岩手県

福島県

福島県

東京都

東京都

１

２

３

４

５

６

氏名または名称※住所※異動年月日異動内容飼養地

牛の個体牛の個体識別識別情報情報

インターネットを通じた情報公開インターネットを通じた情報公開

※ 住所、氏名または名称は本人の同意が得られている場合公表

2727



枝肉 部分肉 精肉など

と畜者 販売業者など

流通段階の措置流通段階の措置

個体識別番号の表示

取引の記録・保存

とさつ

2828



個体識別番号の表示が必要な牛肉（特定牛肉）個体識別番号の表示が必要な牛肉（特定牛肉）

個体識別台帳に記録されている牛から個体識別台帳に記録されている牛から
得られた牛肉（＝国産牛得られた牛肉（＝国産牛肉肉））

枝肉や部分肉

×内臓や舌

精肉

×ひき肉、×こま切れ、
×製造・加工品、

×調理品

卸売段階卸売段階 小売段階小売段階

2929



個体識別番号の表示が義務付けられる者個体識別番号の表示が義務付けられる者

牛をとさつする者
⇒特定牛肉への個体識別番号の表示

卸売業者や小売店、スーパーマーケットなど
⇒特定牛肉への個体識別番号の表示
⇒取引の記録・保存（帳簿の備付け）

と畜と畜者：約者：約170170

販売業者：約販売業者：約50.00050.000

3030



焼肉、すき焼き、しゃぶしゃぶ、ステーキ
の専門店
⇒特定料理（特定牛肉を主たる材料とするも

のに限る）への個体識別番号の表示
⇒特定牛肉の仕入れなどの記録・保存（帳

簿の備付け）

特定料理提供業者特定料理提供業者：約：約25,25,０００（調査中）０００（調査中）
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品質保持期限　  個体識別番号 　   　シリアルNO         保存温度

 00/00/00          0100030013      　　000001                １℃以下

加工年月日　　　 枝肉NO        　　      重量(kg)

 00/00/00          左3456          　　　 11.11 １１.１

加工者：○△食肉センター□□県◇◇市◎◎１２３
TEL０４４・２６６・１１７２

 

原産地　　　　　　　　　　　   品種　　　　　　　　品名

　国　　産　　　　　　和　牛　　　　 サーロイン

個体識別番号の表示方法個体識別番号の表示方法

枝肉（と畜者）

部分肉
（卸売業者）

3232



国産牛肉トレーサビリティ実施店
お客様に牛肉を安心してご購入いただけるよう

トレーサビリティーの取り組みを実施しています

個体識別番号の見方//プライスカードに表示されている記号の

国産牛肉の個体識別番号は、下記の同じ記号欄に示したものです

記号 販売している牛の個体識別番号

A 1 2 3 4 5 6 7 8 9 4

B 1 3 5 7 9 2 4 6 8 3

C 2 4 6 8 0 1 3 5 7 9
個体識別番号の全国データベースへのアクセス方法

http://www.lin.go.jp/

対面販売パック

A123

精肉（小売店､ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ）
3333



取引の記録・保存（帳簿の備付け）取引の記録・保存（帳簿の備付け）

帳簿への記録帳簿への記録

個体識別番号、販売年月日、重量など
（注）小売店、スーパーマーケット、焼肉店などは

不要

仕入れ

販売

個体識別番号、仕入れ年月日、重量など

帳簿の保存帳簿の保存

１年ごとに閉鎖し、２年間保存

3434



制度を確実に実施するための法律に基づく措置制度を確実に実施するための法律に基づく措置

●立入検査

●届出義務違反な
どに対する罰金

●立入検査

●個体識別番号の表
示義務違反などに

対する是正勧告
⇒改善命令

⇒罰金

●帳簿の保存の義務違

反などに対する罰金

生産・と畜段階生産・と畜段階 流通段階流通段階
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牛・牛肉と個体識別番号の一体性の確認牛・牛肉と個体識別番号の一体性の確認

•牛に個体識別番号を印
字した耳標を装着
（取り外し禁止）

•出生や異動などの履歴
の公開

•細分化されていく特定牛
肉に個体識別番号を表
示し伝達

•取引の記録・保存
（帳簿の備付け）

生産・と畜段階生産・と畜段階 流通段階流通段階

牛⇔耳標で一体性確保
ＤＮＡ鑑定によりＤＮＡ鑑定により

一体性確保一体性確保
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個体識別番号の表示・伝達のＤＮＡ鑑定による確認個体識別番号の表示・伝達のＤＮＡ鑑定による確認

照合用サンプル
基本的にすべての牛の
枝肉から採取し保管

調査サンプル
約２万点採取（予定）

と畜場 約１７０ヶ所

(とさつ 年間約１３０万頭）

小売店など 約４万件
特定料理提供業者 約２万件

DNA鑑定
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個体識別番号の表示などの開始時期個体識別番号の表示などの開始時期

耳標の装着と出生等の
届出

個体識別番号の表示と
帳簿の備付け

生産・と畜段階生産・と畜段階 流通段階流通段階

平成１５年１２月１日から平成１５年１２月１日から

この日に既に存在する牛も
対象（再届出を実施）

平成平成１６年１６年１２月１日から１２月１日から

この日より前にとさつされた
牛肉は対象外

3838



１．１．１．BSEBSEBSEについてについてについて

２．牛トレーサビリティ制度について２．牛トレーサビリティ制度について２．牛トレーサビリティ制度について

３．生産情報公表牛肉のJAS規格

について

3939



食品食品のトレーサビリティのトレーサビリティ システムの取組システムの取組

生産者、事業
者が自主的に
設定

食品全般

国産牛肉
以外

無

自主的取組に
対する支援

食品ﾄﾚｰｻﾋﾞ
ﾘﾃｨ ｼｽﾃﾑ

（上記情報）

飼料、医薬品
など

牛肉

輸入牛肉
も含む

有

任意

生産情報公
表ＪＡＳ規格

生年月日、性
別、種別、飼養
地、管理者など

特定牛肉

国産牛肉

有

義務

牛ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘ
ﾃｨ制度

記録する情報対象法制度

4040



生産者・販売業者が牛肉の生産情報を正確に
記録・保管し、事実どおり公表していることを登
録認定機関（第三者機関）が認定

本年１２月１日に規格を施行

今後の流れ

認定機関の登録

生産行程管理者・小分け業者の認定

牛肉にＪＡＳマークを貼付・販売
※豚肉についても検討中。農産物について検討予定

生産情報公表牛肉のＪＡＳ規格生産情報公表牛肉のＪＡＳ規格

4141



• 牛ごとに、生産情報を正確に記録・保管

• 牛肉に生産情報公表ＪＡＳマーク
を付けて販売

• 牛ごとに、生産情報をインターネットなどで公表

• 消費者は、牛肉に表示される個体識別番号に
より、インターネットなどで生産情報を入手

 

登録認定機関名

情報公表のしくみ情報公表のしくみ
4242



【生産情報公表牛肉のJAS規格のイメージ】

アクセス
生産情報の
管理体制を
認定

認定

登録認定機関

肥育農家等
出生の年月日：○年○月○日

雌雄の別 ：雌

管理者の氏名：農林太郎

管理者の住所：○県○市

管理の開始の年月日：○年○月○日

牛の飼養のための施設の所在地：○県○市

飼養の開始の年月日：○年○月○日

とさつの年月日：○年○月○日

牛の種別 ：黒毛和種

～略～

管理者が給餌した飼料の名称：牧草、大豆油かす、
○○組合飼料・・・

管理者が使用した動物用医薬品の薬効別分類及び
名称：ホルモン剤（卵黄ホルモン）・・・

名称：牛もも肉（生産情報公表牛肉）

原産地：国産 個体識別番号：○○○○○○

内容量：２００グラム

販売者：○○○株式会社

住所：○県△市□□ ○○×番地

生産情報の公表の方法：http://www.??.co.jp

 

・生産情報公表
・記録の管理

生
産

情
報

消費者
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①意欲のある生産者･販売者が対象

• 牛トレーサビリティ制度は全ての国産牛肉に
情報の記録・公表を義務付け

• 生産情報公表のＪＡＳ規格は、意欲の意欲のある生ある生
産者・販売者が対象産者・販売者が対象(任意の規格)

• 国が登録した第三者機関（登録認定機関）の
認定が必要

一方一方

生産情報公表牛肉のＪＡＳ規格の特徴生産情報公表牛肉のＪＡＳ規格の特徴
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•• 与えた飼料や動物用医薬品の情報与えた飼料や動物用医薬品の情報

• 牛の管理者の氏名（必須）

• 飼養施設の所在地(必須） なども公表

生産情報公表ＪＡＳ規格では、さらに・・・生産情報公表ＪＡＳ規格では、さらに・・・

牛トレーサビリティ制度による公表情報

• 個体識別番号、出生年月日、雌雄の別、とさつ、
年月日、牛の種別、管理者の氏名(任意) など

②公表される生産情報が幅広い

4545



③輸入牛肉も対象

• 牛トレーサビリティ制度は国産牛肉のみが
対象

• 生産情報公表のＪＡＳ規格は国産・輸入を国産・輸入を
問わず、すべての牛肉が対象問わず、すべての牛肉が対象

一方、一方、
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④消費者がすぐ分かる仕組み

• 生産情報が公表される牛肉には
生産生産情報公表ＪＡＳマーク情報公表ＪＡＳマークを表示

→生産情報が正確に公表されている牛肉
であることがすぐ分かる

• インターネットなどにアクセスして牛肉の生産
情報を入手できる

 

登録認定機関名
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